
1 小林智晴さん、阪本駿さん、福田雄太さん

宮はつらつ     っこ
今、輝いている市民

ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、 

信
頼
で
き
る
仲
間
と

　
　
　
　
　
　 

念
願
の
将
棋
団
体
戦
全
国
優
勝

　「
優
勝
で
き
て
ほ
っ
と
し
た
。

３
人
で
臨
め
た
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス
を
も
の
に
で
き
た
の
は
嬉
し

い
」
と
話
す
の
は
、
８
月
に
開

催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
将
棋

選
手
権
大
会
の
男
子
団
体
戦
で
、

見
事
、
本
県
初
の
優
勝
を
手
に

し
た
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等

学
校
将
棋
部
の
３
人
。

　昨
年
の
同
大
会
で
も
、
本
校

チ
ー
ム
と
し
て
は
初
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
で
進
み
ま
し

た
が
、
準
々
決
勝
敗
退
と
い
う

悔
し
い
結
果
に
。
た
だ
、
決
勝

で
上
位
に
入
っ
た
学
校
に
予
選

で
は
勝
っ
て
い
た
た
め
、
勝
利

へ
の
手
応
え
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
、
「
昨
年
の
経
験
が
今
回

の
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
」
と
、

振
り
返
り
ま
す
。

　「
良
い
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、

味
方
に
い
る
と
安
心
す
る
。
こ

れ
以
上
心
強
い
も
の
は
な
い
」

と
、
お
互
い
を
信
頼
し
あ
っ
て
、

「
最
高
の
メ
ン
バ
ー
」
だ
と
話

す
３
人
。
将
棋
の
魅
力
は
、
勝

ち
負
け
が
は
っ
き
り
す
る
お
も

し
ろ
さ
や
ル
ー
ル
の
複
雑
さ
に

あ
る
と
言
い
ま
す
。

　「
将
棋
は
生
き
が
い
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
、
個
人
で
も
、
一

般
の
ア
マ
チ
ュ
ア
大
会
で
上
位

を
狙
い
た
い
」
と
、
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
、
次
な
る
高
み
を
目

指
し
ま
す
。

文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
　将
棋
部せ

っ

さ

た
く

ま
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表

　このコーナーでは、宇都宮の120年の歩みを年表
と写真で紹介します。

西暦
年

1960
35

1961
36

1962
37

1965
40

1964
39

1963
38

主
　な
　出
　来
　事

▽
大
谷
が
県
立
自
然
公
園
に
な
る

▽
宮
原
公
園
に
野
球
場
が
完
成

▽
高
校
野
球
全
国
大
会
で
作
新
学
院
が
春
夏
連

覇▽
国
道
４
号
線
バ
イ
パ
ス
が
完
成

▽
桜
通
り（
軍
道
）の
桜
が
伐
採
さ
れ
る

▽
市
街
地
を
中
心
に
初
の
住
居
表
示
を
実
施

▽
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
が
宇
都
宮
に
到
着

▽
市
内
全
域
が
都
市
計
画
区
域
に
決
定

▽
市
下
水
終
末
処
理
場
の
操
業
が
始
ま
る

▽
富
屋
小
前
、西
小
東
、横
川
西
小
前
初
の
歩

道
橋
を
設
置 昭

　
　
　
　和

▶
桜
通
り（
軍
道
）の
桜
　
戦
時
中
か
ら
、北
は

師
団
司
令
部（
現
在
の
Ｎ
Ｈ
Ｏ
栃
木
医
療
セ
ン

タ
ー
）前
か
ら
、南
は
野
砲
連
隊（
現
在
の
宇
都

宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
）前
ま
で
の
直
線

道
路
は
、「
軍
道
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。道
路
の
両

側
の
桜
並
木
に
よ
る
見
事
な
花
の
ト
ン
ネ
ル
が

市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
害
に
遭
い
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

◀
国
道
４
号
線
バ
イ
パ
ス
　

高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
て

車
社
会
が
到
来
し
、宇
都
宮
市

周
辺
で
も
国
道
４
号
の
混
雑

を
避
け
る
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
ま
し
た
。宇
都
宮
工
業
団
地

開
発
計
画
と
共
に
東
部
地
域

の
開
発
に
大
き
な
刺
激
を
与

え
ま
し
た
。
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